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(57)【要約】
【課題】消費電力の増加を抑え、干渉をより低減する。
【解決手段】制御部６３は、他のユーザ宛のデータが送
信されているか否かを判定する。干渉除去部６５は、チ
ャネル推定値と受信信号とから干渉を除去する。マルチ
プレクサ６６は、他のユーザ宛のデータが送信されてい
ると判定された場合、干渉が除去されたチャネル推定値
と受信信号とを選択し、選択されたチャネル推定値と受
信信号とを復調部６７に供給する。また、マルチプレク
サ６６は、他のユーザ宛のデータが送信されていないと
判定された場合、干渉が除去されていないチャネル推定
値と受信信号とを選択し、選択されたチャネル推定値と
受信信号とを復調部６７に供給する。本発明は、受信装
置に適用できる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ宛のデータと他のユーザ宛のデータとが空間的に多重化されて送信されてくる信
号を受信する受信装置において、
　他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定する判定手段と、
　他のユーザ宛のデータが送信されているか否かの判定の結果に応じて、複数のチャネル
推定値と受信信号とのうちから、所定のチャネル推定値と受信信号とを選択する選択手段
と
　を有することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の受信装置において、
　他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、前記チャネル推定値と前記
受信信号とから干渉を除去する干渉除去手段をさらに有し、
　前記選択手段は、他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、前記干渉
除去手段により干渉が除去された前記チャネル推定値と前記受信信号とを選択し、他のユ
ーザ宛のデータが送信されていないと判定された場合、前記干渉除去手段により干渉が除
去されていない前記チャネル推定値と前記受信信号とを選択する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の受信装置において、
　予め定めた閾値より多い数の他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合
、干渉除去の効果の高い干渉除去方式により前記チャネル推定値と前記受信信号とから干
渉を除去し、前記閾値以下の数の他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場
合、または他のユーザ宛のデータが送信されていないと判定された場合、干渉除去の効果
の低い干渉除去方式により前記チャネル推定値と前記受信信号とから干渉を除去する干渉
除去手段をさらに有し、
　前記選択手段は、前記閾値より多い数の他のユーザ宛のデータが送信されていると判定
された場合、干渉除去の効果の高い干渉除去方式により干渉が除去された前記チャネル推
定値と前記受信信号とを選択し、前記閾値以下の数の他のユーザ宛のデータが送信されて
いると判定された場合、または他のユーザ宛のデータが送信されていないと判定された場
合、干渉除去の効果の低い干渉除去方式により干渉が除去された前記チャネル推定値と前
記受信信号とを選択する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の受信装置において、
　前記判定手段は、他のユーザ宛のデータの信号電力により、他のユーザ宛のデータが送
信されているか否かを判定する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれかに記載の受信装置において、
　前記判定手段は、雑音干渉電力により、他のユーザ宛のデータが送信されているか否か
を判定する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項６】
　請求項１から３のいずれかに記載の受信装置において、
　前記判定手段は、SNR（Signal-to-Noise Ratio）により、他のユーザ宛のデータが送信
されているか否かを判定する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の受信装置において、
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　MIMO-OFDM（Multiple-Input Multiple-Output-Orthogonal Frequency Division
Multiplexing）方式により、送信されてくる信号を受信する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれかに記載の受信装置において、
　LTE（Long Term Evolution）方式により、送信されてくる信号を受信する
　ことを特徴とする受信装置。
【請求項９】
　ユーザ宛のデータと他のユーザ宛のデータとが空間的に多重化されて送信されてくる信
号を受信する受信方式において、
　他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定する判定ステップと、
　他のユーザ宛のデータが送信されているか否かの判定の結果に応じて、複数のチャネル
推定値と受信信号とのうちから、所定のチャネル推定値と受信信号とを選択する選択ステ
ップと
　を含むことを特徴とする受信方式。
【請求項１０】
　ユーザ宛のデータと他のユーザ宛のデータとが空間的に多重化されて送信されてくる信
号を受信する受信装置を制御するコンピュータに、
　他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定する判定ステップと、
　他のユーザ宛のデータが送信されているか否かの判定の結果に応じて、複数のチャネル
推定値と受信信号とのうちから、所定のチャネル推定値と受信信号とを選択する選択ステ
ップと
　を含む処理を行わせるプログラム。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は受信装置および受信方式、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信技術の発達はめざましく、大容量のデータを高速で通信するシステムが実現
されつつある。これは、有線通信のみの事ではなく、無線通信においても同様である。す
なわち、携帯電話などの移動端末の普及に伴い、無線でも大容量のデータを高速で通信し
、動画や音声などのマルチメディアデータを移動端末でも利用可能とする次世代通信方式
の研究、開発が盛んに行われている。
【０００３】
　次世代通信方式として、3GPP（Third Generation Partnership Project）で議論されて
いるLTE（Long Term Evolution）に代表されるようなMIMO-OFDM（Multiple-Input Multip
le-Output Orthogonal Frequency Division Multiplexing）が注目されている。MIMO-OFD
Mは、OFDM（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）の利点である高い周波数利
用効率に加え、複数の送受信アンテナを使用することにより、ユーザデータを空間的に多
重することを可能とし、高速大容量通信を実現することができる。図７（Ａ）は、ユーザ
データを空間的に多重して送信するシングルユーザMIMO（Multiple-Input Multiple-Outp
ut）の通信システムの構成を示す図である。１つの送信機２０１から１つの受信機２０２
にユーザデータが送信される。
【０００４】
　さらに、図７（Ｂ）に示されるように、異なるユーザ宛のデータを空間的に多重するこ
とよりシステム全体のスループットを向上することができる。この場合、１つの送信機２
１１から２つの受信機２１２－１および２１２－２のそれぞれに、それぞれのユーザデー
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タが送信される。このような技術はマルチユーザMIMOと称されている。LTEでもマルチユ
ーザMIMOがサポートされており、送信モード８として定義されている。
【０００５】
　LTEの送信モード８では、基地局側に装備した複数の送信アンテナの指向性を制御する
ことによってビームを形成し、これを受信端末に向けて送信する。送信モード８は、Dual
 Layer Beamformingとも称され、送信モード８において、最大で２つのデータ（レイヤ）
を同時に送信することができる。シングルユーザMIMOの場合には、１つ、または、２つの
レイヤが１つの受信端末に向けて送信される。これに対し、マルチユーザMIMOの場合には
、２つの受信端末へ１レイヤずつが送信される。シングルユーザMIMOにするか、マルチユ
ーザMIMOにするかはネットワーク側で決定され、受信端末側では他ユーザ宛のデータが送
信されているかどうかを知ることはできない。
【０００６】
　図８を用いて、一般的なマルチユーザMIMOの受信機の構成を説明する。
【０００７】
　図８に示される一般的なMIMO復調部２３１は、デマッピング部２４１、干渉除去部２４
２、および復調部２４３を備えている。
【０００８】
　MIMO復調部２３１では、チャネル推定値と受信信号が入力として与えられる。まず、デ
マッピング部２４１が、チャネル推定値および受信信号から復調に必要なリソースエレメ
ントを抜き出す。次に、干渉除去部２４２が、他ユーザ宛のデータによる干渉の影響を除
去する。その後、復調部２４３が、チャネル等化し、尤度情報を求める。
【０００９】
　従来、直交変換器が、受信した無線信号から抽出するＮ個の時系列データに対して直交
変換を行い、マルチユーザ検出器が、直交変換された時系列データから、各無線送信装置
からの送信信号を抽出し、逆直交変換器が、抽出された送信信号に対して逆直交変換を行
い、逆拡散器が、逆直交変換された送信信号に対して逆拡散を行い、矩形フィルタ回路が
、逆拡散された送信信号から、先端部のＭｈ個と終端部のＭｔ個との時系列データを除去
し、Ｎｗ個の時系列データを抽出するものもある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００９－７１４４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、マルチユーザMIMOでは、他ユーザ宛のデータが自分宛のデータと干渉す
る為、受信側で干渉を低減・除去する技術が必要になる。その為、受信機の回路が複雑化
し、消費電力が増加する。さらに、LTEの送信モード８のように、他ユーザ宛のデータが
送信されていることが受信機側に知らされない場合もある。この場合、受信機では自分宛
のデータだけの場合でも常に干渉除去を行っておく必要があり、干渉が無い場合に使用す
ると自分宛のデータの復調結果まで悪くなってしまうような干渉除去技術は使用すること
ができない。つまり、干渉除去能力が高くても、干渉の有無が復調結果に影響を与えてし
まうような干渉除去技術は使用できないことになる。
【００１２】
　そこで、本発明は、上記課題を解決すること、すなわち、消費電力の増加を抑え、干渉
をより低減できる受信装置および受信方式、並びにプログラムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、本発明の受信装置の一側面は、ユーザ宛のデータと他のユ
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ーザ宛のデータとが空間的に多重化されて送信されてくる信号を受信する受信装置であっ
て、他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定する判定手段と、他のユーザ宛
のデータが送信されているか否かの判定の結果に応じて、複数のチャネル推定値と受信信
号とのうちから、所定のチャネル推定値と受信信号とを選択する選択手段とを有するもの
とされている。
【００１４】
　また、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、他のユーザ宛のデータが送
信されていると判定された場合、チャネル推定値と受信信号とから干渉を除去する干渉除
去手段をさらに有し、選択手段が、他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された
場合、干渉除去手段により干渉が除去されたチャネル推定値と受信信号とを選択し、他の
ユーザ宛のデータが送信されていないと判定された場合、干渉除去手段により干渉が除去
されていないチャネル推定値と受信信号とを選択するものとされている。
【００１５】
　さらに、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、予め定めた閾値より多い
数の他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、干渉除去の効果の高い干
渉除去方式によりチャネル推定値と受信信号とから干渉を除去し、閾値以下の数の他のユ
ーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、または他のユーザ宛のデータが送信
されていないと判定された場合、干渉除去の効果の低い干渉除去方式によりチャネル推定
値と受信信号とから干渉を除去する干渉除去手段をさらに有し、選択手段が、閾値より多
い数の他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、干渉除去の効果の高い
干渉除去方式により干渉が除去されたチャネル推定値と受信信号とを選択し、閾値以下の
数の他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、または他のユーザ宛のデ
ータが送信されていないと判定された場合、干渉除去の効果の低い干渉除去方式により干
渉が除去されたチャネル推定値と受信信号とを選択するものとされている。
【００１６】
　また、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、判定手段が、他のユーザ宛
のデータの信号電力により、他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定するも
のとされている。
【００１７】
　さらに、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、判定手段が、雑音干渉電
力により、他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定するものとされている。
【００１８】
　また、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、判定手段が、SNR（Signal-
to-Noise Ratio）により、他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定するもの
とされている。
【００１９】
　さらに、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、MIMO-OFDM（Multiple-In
put Multiple-Output-Orthogonal Frequency Division Multiplexing）方式により、送信
されてくる信号を受信するものとされている。
【００２０】
　また、本発明の受信装置の一側面は、上述の構成に加えて、LTE（Long Term Evolution
）方式により、送信されてくる信号を受信するものとされている。
【００２１】
　また、本発明の受信方法の一側面は、ユーザ宛のデータと他のユーザ宛のデータとが空
間的に多重化されて送信されてくる信号を受信する受信方式であって、他のユーザ宛のデ
ータが送信されているか否かを判定する判定ステップと、他のユーザ宛のデータが送信さ
れているか否かの判定の結果に応じて、複数のチャネル推定値と受信信号とのうちから、
所定のチャネル推定値と受信信号とを選択する選択ステップとを含むものとされている。
【００２２】
　さらに、本発明のプログラムの一側面は、ユーザ宛のデータと他のユーザ宛のデータと
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が空間的に多重化されて送信されてくる信号を受信する受信装置を制御するコンピュータ
に、他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定する判定ステップと、他のユー
ザ宛のデータが送信されているか否かの判定の結果に応じて、複数のチャネル推定値と受
信信号とのうちから、所定のチャネル推定値と受信信号とを選択する選択ステップとを含
む処理を行わせるものとされている。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の一側面によれば、消費電力の増加を抑え、干渉をより低減できる受信装置およ
び受信方式、並びにプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】送信装置および受信装置を説明する図である。
【図２】送信装置１０の構成を示すブロック図である。
【図３】受信装置２０の構成を示すブロック図である。
【図４】MIMO復調部４６の構成の例を示すブロック図である。
【図５】干渉除去の処理を説明するフローチャートである。
【図６】コンピュータのハードウェアの構成例を示すブロック図である。
【図７】シングルユーザMIMOおよびマルチユーザMIMOの通信システムの構成を示す図であ
る。
【図８】一般的なマルチユーザMIMOの受信機の構成を説明するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、3GPPのLTEの送信モード８におけるマルチユーザMIMOを採用した、本発明の一実
施の形態の受信装置について、図１～図５を参照しながら説明する。
【００２６】
　図１は、送信装置および受信装置を説明する図である。１つの送信装置１０は、アンテ
ナ１１を介して、２つの受信装置２０－１および２０－２のいずれかに、ユーザデータを
送信するか、または２つの受信装置２０－１および２０－２のそれぞれに、それぞれのユ
ーザデータを送信する。受信装置２０－１は、受信アンテナ２１－１を介して、受信装置
２０－１のユーザ宛のユーザデータを受信する。受信装置２０－２は、受信アンテナ２１
－２を介して、受信装置２０－２のユーザ宛のユーザデータを受信する。
【００２７】
　以下、受信装置２０－１または２０－２を個々に区別する必要がない場合、単に、受信
装置２０と称する。また、以下、受信アンテナ２１－１または２１－２を個々に区別する
必要がない場合、単に、受信アンテナ２１と称する。
【００２８】
　図２は、送信装置１０の構成を示すブロック図である。送信装置１０は、一般的なLTE
の送信装置である。
【００２９】
　送信装置１０は、チャネル符号化部３１、MIMO変調部３２、IFFT（Inverse Fast Fouri
er Transform）処理部３３、CP（Cyclic Prefix）付加部３４、D/A（Digital/Analog）変
換部３５、および送信アンテナ１１を備えている。
【００３０】
　送信装置１０では、各ユーザ宛の送信データは、まず、チャネル符号化部３１で誤り検
出符号化・誤り訂正符号化が施される。MIMO変調部３２は、シンボルマッピング、および
送信アンテナの指向性を形成する為のウエイト制御を行う。次に、IFFT処理部３３は、シ
ンボルを時間領域の信号に変換する。CP付加部３４は、マルチパスによるシンボル間干渉
の影響を防ぐ為に、OFDMシンボルの先頭にCPを付加する。CPが付加されたOFDMシンボルは
、D/A変換部３５でデジタル信号からアナログ信号に変換された後、送信アンテナ１１か
ら送信される。
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【００３１】
　図３は、受信装置２０の構成を示すブロック図である。受信装置２０は、受信アンテナ
２１、A/D（Analog/Digital）変換部４１、FFTタイミング検出部４２、CP除去部４３、FF
T（Fast Fourier Transform）処理部４４、チャネル推定部４５、MIMO復調部４６、およ
びチャネル復号部４７を備えている。
【００３２】
　受信装置２０において、受信アンテナ２１で受信された受信信号は、A/D変換部４１で
アナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル信号は、FFTタイミング検出部４
２とCP除去部４３に入力される。FFTタイミング検出部４２は、OFDMシンボルの先頭のタ
イミングを検出し、OFDMシンボルの先頭のタイミングを示すFFTタイミング情報をCP除去
部４３に供給する。
【００３３】
　CP除去部４３は、FFTタイミング検出部４２で検出されたFFTタイミング情報を基に、OF
DMシンボルから先頭に付加されているCPを除去する。FFT処理部４４は、時間領域の信号
波を各サブキャリア成分に変換する。
【００３４】
　更に、チャネル推定部４５は、データシンボルと共に多重されて送信される既知のリフ
ァレンスシグナルを用いて、各サブキャリアのチャネル推定値を求める。チャネルで受け
た信号の歪みは、MIMO復調部４６において、各サブキャリアの受信信号にチャネル推定値
の複素共役が乗算されることによって補償（チャネル等化）される。また、他ユーザのチ
ャネル推定値は干渉除去に利用される。受信信号は、MIMO復調部４６で他ユーザのユーザ
データの干渉除去および信号分離された後、尤度情報に変換される。チャネル復号部４７
は、誤り訂正復号・誤り検出を行い、受信データを得る。
【００３５】
　図４は、MIMO復調部４６の構成の例を示すブロック図である。MIMO復調部４６は、デマ
ッピング部６１、信号電力推定部６２、制御部６３、デマルチプレクサ６４、干渉除去部
６５、マルチプレクサ６６、および復調部６７を備えている。
【００３６】
　MIMO復調部４６には、チャネル推定値と受信信号が入力として与えられる。まず、デマ
ッピング部６１は、チャネル推定値および受信信号から復調に必要なリソースエレメント
を抜き出す。
【００３７】
　デマッピング部６１は、他ユーザのチャネル推定値を信号電力推定部６２に供給する。
信号電力推定部６２は、他ユーザのチャネル推定値から信号電力を計算する。信号電力推
定部６２は、計算された信号電力の推定値を制御部６３に供給する。制御部６３は、他ユ
ーザのチャネル推定値の信号電力の推定値から、他ユーザの有無を判定する。例えば、制
御部６３は、信号電力が予め定めた閾値以上であった場合には他ユーザの干渉がある、す
なわち他のユーザが有ると判定し、閾値未満であれば他ユーザの干渉は無い、すなわち、
他のユーザが無いと判定する。言い換えれば、制御部６３は、他のユーザ宛のデータが送
信されているか否かを判定する
【００３８】
　その後、制御部６３は、他ユーザの有無の判定結果に従い、デマルチプレクサ６４およ
びマルチプレクサ６６を制御する。デマルチプレクサ６４は、制御部６３の制御に従い、
他ユーザのユーザデータの干渉がある場合は、チャネル推定値と受信信号とを干渉除去部
６５に供給する。この場合、干渉除去部６５において、チャネル推定値と受信信号とから
干渉除去が行われた後、チャネル推定値と受信信号とは、マルチプレクサ６６へ入力され
る。他ユーザのユーザデータの干渉がない場合は、チャネル推定値と受信信号とは、その
まま（干渉除去しないで）直接マルチプレクサ６６へ供給される。
【００３９】
　マルチプレクサ６６は、制御部６３の制御に従い、復調部６７へ入力するチャネル推定
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値と受信信号を選択する。
【００４０】
　その後、復調部６７は、チャネル等化し、尤度情報を求める。
【００４１】
　図５は、干渉除去の処理を説明するフローチャートである。ステップＳ１１において、
デマッピング部６１は、他ユーザのチャネル推定値および受信装置２０のユーザのチャネ
ル推定値、並びに受信信号を抜き出す。
【００４２】
　ステップＳ１２において、信号電力推定部６２は、他ユーザのチャネル推定値から信号
電力を計算する。ステップＳ１３において、制御部６３は、他ユーザのチャネル推定値の
信号電力の推定値から、他ユーザの有るか否かを判定する。すなわち、ステップＳ１３に
おいて、制御部６３は、他のユーザ宛のデータが送信されているか否かを判定する。
【００４３】
　ステップＳ１３において、他のユーザ宛のデータが送信されていると判定された場合、
手続きはステップＳ１４に進み、制御部６３は、デマルチプレクサ６４を制御して、チャ
ネル推定値と受信信号とを干渉除去部６５に供給し、干渉除去部６５は、チャネル推定値
と受信信号とから干渉を除去する。なお、干渉除去の方式として、PIC（並列干渉除去キ
ャンセラー）、SIC（逐次干渉除去キャンセラー）、SQRD（ソート付きQR分解法）、また
はMLD（最尤判定法）などが採用できる。干渉が除去されたチャネル推定値と受信信号と
は、マルチプレクサ６６に供給され、ステップＳ１４の後、手続きはステップＳ１５に進
む。
【００４４】
　ステップＳ１３において、他のユーザ宛のデータが送信されていないと判定された場合
、他ユーザのユーザデータの干渉が無いので、制御部６３は、デマルチプレクサ６４を制
御して、チャネル推定値と受信信号とをそのまま（干渉除去しないで）マルチプレクサ６
６に供給し、ステップＳ１４の手続きはスキップされて、手続きはステップＳ１５に進む
。
【００４５】
　ステップＳ１５において、制御部６３は、他のユーザ宛のデータが送信されていると判
定された場合、マルチプレクサ６６を制御して、マルチプレクサ６６に、干渉除去部６５
から供給された、干渉が除去されたチャネル推定値と受信信号とを選択させて、選択され
たチャネル推定値と受信信号とを復調部６７に供給させる。また、制御部６３は、他のユ
ーザ宛のデータが送信されていないと判定された場合、マルチプレクサ６６を制御して、
マルチプレクサ６６に、デマルチプレクサ６４から供給された、干渉が除去されていない
チャネル推定値と受信信号とを選択させて、選択されたチャネル推定値と受信信号とを復
調部６７に供給させる。
【００４６】
　復調部６７は、マルチプレクサ６６から供給された、チャネル推定値と受信信号とによ
り、チャネル等化し、尤度情報を求めて、干渉除去の処理は終了する。
【００４７】
　このように、マルチユーザMIMOを用いた無線通信システムにおいて、他ユーザ宛のデー
タが送信されているかどうかが未知の場合に、他ユーザの信号電力を測定することによっ
て他ユーザの有無が推定され、他ユーザの有無に応じて適切な受信方式が選択される。
【００４８】
　例えば、他ユーザの干渉がない場合には通常のシングルユーザ用の受信方式が使用され
、他ユーザの干渉がある場合には干渉除去機能のある受信方式が使用される。他ユーザの
有無に応じて受信方式を切り替えることにより、シングルユーザMIMOの場合には不要な干
渉除去を行う必要がない為、受信装置２０における消費電力の低減が期待できる。また、
他ユーザの干渉があるときのみ干渉除去を行う為、干渉が無い場合のことを考慮せずに干
渉除去技術を選択することができる。
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【００４９】
　以上のように、他ユーザの有無に応じて受信方式を切り替えることにより、シングルユ
ーザMIMOの場合には不要な干渉除去を行う必要がない為、受信機の消費電力の低減が期待
できる。また、他ユーザの干渉があるときのみ干渉除去を行う為、干渉が無い場合のこと
を考えずに干渉除去技術を選択することができる。
【００５０】
　これまでの説明では、一例として、他ユーザが存在する場合に干渉除去を行う受信装置
を例にあげたが、これに限るものではない。
【００５１】
　例えば、従来の方法と同様に、干渉除去を常に実施し、他ユーザの有無に応じて干渉除
去の方式を選択するようにしても良い。より具体的には、他ユーザが複数存在する場合、
予め定めた閾値よりも、干渉となる他ユーザの数が多ければ干渉除去効果の高い干渉除去
方式を選択し、干渉となる他ユーザの数が閾値以下であれば、干渉除去効果の低い干渉除
去方式を選択するようにしても良い。
【００５２】
　さらに、一例として、他ユーザの信号電力を測定することによって、他ユーザの有無を
推定すると説明したが、これに限るものではない。
【００５３】
　例えば、信号電力の代わりに、雑音干渉電力やSNR（Signal-to-Noise Ratio）を推定す
ることで他ユーザの有無を判定しても良い。
【００５４】
　また、以上の説明は、3GPPで議論されているLTEを例に説明したが、必ずしもこれに限
るものではない。マルチユーザMIMOを用いた他のMIMO-OFDMのシステムや、他の無線通信
システムでも同様に適用することができる。
【００５５】
　このように、マルチユーザMIMOを用いた無線通信システムにおいて、他ユーザ宛のデー
タが送信されているかどうかが未知の場合に、他ユーザの信号電力を測定することによっ
て他ユーザの有無を推定し、他ユーザの有無に応じて最適な受信方式を選択することがで
きる。
【００５６】
　受信装置２０は、携帯電話機、データ通信カード、PHS(Personal Handyphone System)
、PDA(Personal Data Assistance, Personal Digital Assistants)、スマートフォン、ま
たは無線基地局等の通信装置の受信装置とすることができる。
【００５７】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュー
タ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが
可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体からインスト
ールされる。
【００５８】
　図６は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウェア
の構成例を示すブロック図である。
【００５９】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）１０１，ROM（Read Only Mem
ory）１０２，RAM（Random Access Memory）１０３は、バス１０４により相互に接続され
ている。
【００６０】
　バス１０４には、さらに、入出力インタフェース１０５が接続されている。入出力イン
タフェース１０５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる入力部１０６、
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などよりなる記憶部１０８、ネットワークインタフェースなどよりなる通信部１０９、磁
気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブルメデ
ィア１１１を駆動するドライブ１１０が接続されている。
【００６１】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU１０１が、例えば、記憶部１０８に記
憶されているプログラムを、入出力インタフェース１０５及びバス１０４を介して、RAM
１０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【００６２】
　コンピュータ（CPU１０１）が実行するプログラムは、例えば、磁気ディスク（フレキ
シブルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory),DVD(Di
gital Versatile Disc)等）、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリなどよりなるパッ
ケージメディアであるリムーバブルメディア１１１に記録して、あるいは、ローカルエリ
アネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線または無線の伝送媒
体を介して提供される。
【００６３】
　そして、プログラムは、リムーバブルメディア１１１をドライブ１１０に装着すること
により、入出力インタフェース１０５を介して、記憶部１０８に記憶することで、コンピ
ュータにインストールすることができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒
体を介して、通信部１０９で受信し、記憶部１０８に記憶することで、コンピュータにイ
ンストールすることができる。その他、プログラムは、ROM１０２や記憶部１０８にあら
かじめ記憶しておくことで、コンピュータにあらかじめインストールしておくことができ
る。
【００６４】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【００６５】
　また、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００６６】
　２０…受信装置、４６…MIMO復調部、６１…デマッピング部、６２…信号電力推定部、
６３…制御部、６４…デマルチプレクサ、６５…干渉除去部、６６…マルチプレクサ、６
７…復調部、１０１…CPU、１０２…ROM、１０３…RAM、１０８…記憶部、１０９…通信
部、１１１…リムーバブルメディア
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